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──周作クラブ会報　66 号──

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊

　

人
生
の
踏
絵　
　

遠
藤
周
作
著

�

新
潮
社　

２
０
１
７
年
１
月
刊

�
定
価
１
４
０
０
円
＋
税

　

遠
藤
周
作
の
名
高
い
講
演
が
初
め
て
活
字

化
さ
れ
ま
し
た
。「
人
生
に
も
踏
絵
が
あ
る

の
だ
か
ら
―
―
『
沈
黙
』
が
出
来
る
ま
で
」、

「
文
学
と
宗
教
の
谷
間
か
ら
」「
弱
虫
と
強
虫

が
出
合
う
と
こ
ろ
―
―
『
沈
黙
』
か
ら
『
侍
』

へ
」
な
ど
を
収
録
。

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊

　
﹃ 

ウ
ス
バ
か
げ
ろ
う
日
記　

狐
狸
庵
ぶ
ら

ぶ
ら
節
﹄

�

河
出
文
庫　

２
月
７
日
刊
行

�

定
価
８
０
０
円
＋
税

　

年と

し齢
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
！　

五
十
代

半
ば
に
し
て
ダ
ン
ス
、
英
会
話
に
励
み
、
劇

団
「
樹
座
」
の
座
長
を
務
め
、
ぶ
ら
り
旅
を

楽
し
み
、
悪
戯
に
精
を
出
し
…
…
。
遊
び
を

極
め
た
狐
狸
庵
先
生
の
抱
腹
絶
倒
の
日
々
！

「
面
白
可
笑
し
く
こ
の
世
を
渡
る
」「
七
十
に

し
て
カ
ラ
む
元
気
」「
猿
が
庵
に
や
っ
て
き

た
」
等
九
十
七
篇
を
収
録
。
時
代
を
超
え
た

達
人
的
生
き
方
！�

解
説
＝
遠
藤
龍
之
介

◆
遠
藤
文
学
関
連
図
書
︵
新
刊
︶

　

遠
藤
周
作
と
﹁
沈
黙
﹂
を
語
る

�

企
画
・
遠
藤
周
作
文
学
館

�

長
崎
文
献
社　

２
０
１
７
年
１
月
刊

�

定
価
８
０
０
円
＋
税

　

昨
年
、
長
崎
で
開
か
れ
た
「『
沈
黙
』
刊

行
50
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
全
記

録
で
す
。
遠
藤
龍
之
介
「
父
・
遠
藤
周
作
の

思
い
出
」、
ヴ
ァ
ン
・
Ｃ
・
ゲ
ッ
セ
ル
「『
沈

黙
』
と
『
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
』」、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
遠
藤
周
作
と
わ
た
し
、
そ

し
て
長
崎
」
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
雑
誌
﹁
波
﹂　

座
談
会
・
父
を
語
る

　

出
席
者　

遠
藤
龍
之
介
／
阿
川
佐
和
子

　
　
　
　
　

矢
代
朝
子
／
斎
藤
由
香

　

昨
年
12
月
18
日
に
町
田
市
民
文
学
館
で
行

わ
れ
た
座
談
会
が
、
新
潮
社
の
月
刊
Ｐ
Ｒ
雑

誌
「
波
」
の
２
月
号
・
３
月
号
に
、「
文
士

の
子
ど
も
被
害
者
の
会
」
の
タ
イ
ト
ル
で
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
波
」は
定
価
１
０
０
円
、毎
月
25
日
発
売
、

書
店
で
販
売
あ
る
い
は
無
料
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
。
着
実
に
入
手
す
る
に
は
定
期
購
読
が

お
薦
め
で
す
。
新
潮
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

あ
る
い
は
新
潮
社
読
者
係
ま
で
電
話
で
。

　

 

０
３-

３
２
６
６-

５
１
１
１

◆
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
座

◎
遠
藤
周
作
と
吉
行
淳
之
介

　

︱
︱
短
編
小
説
の
手
法
を
味
わ
う
①

講　

師　

加
藤
宗
哉

日　

時　

３
月
10
日
（
金
）、
24
日
（
金
）

　
　
　
　

と
も
に
13
時
～
15
時

　

二
人
の
作
家
は
小
説
手
法
か
ら
見
れ
ば
両

極
と
も
い
え
る
存
在
で
す
。
テ
ー
マ
と
構
築

で
作
品
を
書
い
た
遠
藤
と
、
文
章
と
感
覚
で

小
説
を
仕
上
げ
た
吉
行
。
本
講
座
で
は
二
人

の
晩
年
の
短
編
か
ら「
無
鹿
」（
遠
藤
）と「
葛

飾
」（
吉
行
）
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
到
達

し
た
作
家
人
生
、
そ
し
て
小
説
の
妙
味
・
技

を
探
り
ま
す
。

　
（
な
お
、
同
じ
講
師
に
よ
る
関
連
講
座
と

し
て
、
◎
元
三
田
文
学
編
集
長
が
語
る
＂
文

章
で
表
現
す
る
技
術
＂︵
全
５
回
︶
―
―
４

月
10
日（
月
）、24
日（
月
）、５
月
８
日（
月
）、

６
月
12
日
（
月
）、
26
日
（
月
）
の
18
時
半

か
ら
20
時
半
ま
で
―
―
が
あ
り
ま
す
）

会　

場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１

　
　
　
　

新
宿
住
友
ビ
ル
４
階

問
合
せ
／
申
込
み
先

　
　
　
　

 

０
３-

３
３
４
４-

１
９
４
５

※�

お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、
詳
細
ご
説
明
の

上
、
払
い
込
み
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。

■
訃
報
■　

第
三
の
新
人
の
一
人
で
あ
り
、

遠
藤
周
作
と
も
き
わ
め
て
親
し
か
っ
た
作

家
・
三
浦
朱
門
さ
ん
が
去
る
2
月
3
日
、
91

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
元
文
化
庁
長
官
、

99
年
に
文
化
功
労
者
。
妻
は
作
家
の
曽
野
綾

子
さ
ん
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の
映
画
﹃
沈
黙
﹄
を
観
て
の
感
想

文
を
募
集
い
た
し
ま
す
︒
葉
書
に
︑
一
言
お
寄
せ

下
さ
い
︒
宛
先
は｢

周
作
ク
ラ
ブ｣
発
行
所
ま
で
︒

御
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
お
正
月
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
い
つ

の
間
に
か
立
春
も
過
ぎ
ま
し
た
。
梅
が
あ
ち
こ
ち

で
綻
び
は
じ
め
て
い
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
の
初
音
は

ま
だ
で
す
が
、
こ
の
会
報
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
関

東
で
も
聞
か
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の
「
沈
黙
」
を

鑑
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
会
員
の
皆
さ
ん
は
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
感
動
的

で
し
た
ね
。
と
い
う
よ
り
、
あ
れ
っ
と
い
う
間
に

余
韻
を
残
こ
し
て
終
わ
っ
た
感
じ
で
、
も
う
一
度

鑑
た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。
二
度
鑑
た
方
も
少
な

か
ら
ず
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
加
賀
乙
彦
会
長
は
、
手
術
の
た
め
新
年
会
に
は

出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
術
後
の
経
過
は
順

調
で
、
お
元
気
に
退
院
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
原

点
の
旅
は
、
軽
井
沢
と
そ
の
周
辺
で
す
の
で
、
軽

井
沢
高
原
文
庫
の
館
長
で
も
あ
る
加
賀
会
長
に
は

い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま
だ

ま
だ
お
元
気
で
な
く
て
は
こ
ま
り
ま
す
。

▼
ま
だ
時
折
り
冷
た
い
北
風
が
身
に
沁
み
ま
す
が
、

い
っ
ぽ
う
梅
一
輪
一
輪
ほ
ど
の
暖
か
さ
で
、
春
が
確

実
に
や
っ
て
来
て
お
り
ま
す
…
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
66
号

�

２
０
１
7
年
２
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

田
村
百
合
子

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
6
月
の
予
定
で
す
。

■�

新
潮
文
庫『
沈
黙
』（
遠
藤
周
作
著
）が
、

こ
の
一
月
で
発
行
部
数
２
０
０
万
部

を
突
破
い
た
し
ま
し
た
（
単
行
本
は

別
）。


